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加
　
一　
見

了

（
花
押
　
菊
池
武
光

）

木

屋

弾

正

左

衛

門

尉

調

行

賓

申

軍

忠

事

去

十

月

御

発

向

筑

前

国

千

手

城

之

時

、

属

子

御

手

、

山

攻

合

戦

抽

軍

忠

、

両

城

没

落

之

後

、

於

豊

前

国

弓

削

田

御

陣

致

宿

直

警

固

、

迄

子

御

帰

国

之

期

、

抽

忠

勤

了

、

早

下

賜

御

判

、

為

備

亀

鏡

言

上

如

件

正

平

九

年

十

一

月

十

五

日

一
見

を

加

え

お

わ

ん

ぬ

き

や

だ

ん

じ

よ
う

さ

え

も

ん

の

じ

よ

う

し

ら

べ

の

　

ゆ

き

ざ

ね

ぐ

ん

ち

ゆ

う

も

う

す

の

こ

と

さ

ん
ぬ

る

十

月
　

筑

前

の
国

千
手
城

に
御

発
向

の
時

御

手

に
属

し
　

出
攻

め

合

戦

　

軍

忠

を

　

ぬ

き

ん

じ

　

両
城

没
落

の
後

　

空
畠
前

の
国

　

弓
釧

田
　

御
陣

に
お

い

て

宿

直

警

画

を

致

し
　

御

帰

国

の
と

き

ま

で
　

忠

勤

を

　

ぬ

き

ん
じ

お

わ

ん
ぬ

早

く

　

御

判

を

　

下

し
賜

ら

ん

、
　

亀

鏡

に
備

え

ん
が

た

め

言

上
　

件

の
如

し

正

平

九

年

（
一
三

五

四

年

）
十

一
月

十

五

日
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一　
見

了

（
花

押

　

五
篠

良

氏

筑

後

園

木

屋

弾

正

左

衛

門

尉

行

資

申

軍

忠

事

早

正

平

十

年

十

二

月

　

日

為

備

八

月

十

令

御

共

封

治

豊

令

御

共

々

御

陣

本
　
、　
博

亀

鏡
　
、

右

者

最

前

為

御

間

、

日 攻 徒

煙l

十
殖 所

八
　
日

、　
同

後

国

、　
球

致

宿

多

、

善
四

上

為

封

九

月

凶

徒

珠
　
、

直

、

令

御

策

件

共 豊 由 ヽ 一 治

候 前 布 周 日 R巴

詫 国  ｀ 十 小 前

国

凶

城

々

月
　
二

狭

間

宇

佐

、　
然

御

発

本
自
　
離桜

御

発

国

府

城

井

下

賜

御 ヽ 大 向 抽 向

判 至 神 日 軍 之

閤

自

忠

詑

田

之

以

下

杵現

前

一
見

お
わ

ん
ぬ

本
屋

弾

正
左

衛

門

の
尉

　
ゆ

き

ざ

ね

軍

ち

ゅ
う
申

す

の
事

右

は

　

八

月

十

八
日
　

肥

前

の
国

　

凶
徒

　

退
治

の
た

め

　

御

発
向

の
あ

い
だ

最
前

よ
り

御

供

せ
し

め
　

同

九

月

一
日

小
城

城

攻

め

合

戦

　

軍
忠

ぬ
き

ん

で
お

わ

ん
ぬ

豊
後

の
国

　

凶
徒

　

御

退

治

の
た
め

　

同
十

月

二
日
　

日

翻

に
御

発
向

の
あ

い
だ

御

共

せ

じ

め
　

玖
珠

　

由
布

　

狭

間

　

国
府

　

大
神

以

下

御
障

に
お

い

て
　

宿

直

　

致

し
　

豊

前

の
国
　

字
佐

　

城

井

　

群現
前

の
国

殖

末

、
博

多

に

至
り

、
御
共

せ

し
め

候

お

わ

ん
ぬ
　

然

ら
ば

早

く
御

判

を

下

し
賜

ら

ん

亀
鏡

姪
備

え

ん
が

た

め
　

一言
上
　

件

の
如

し

正

平
十

年

（
一
三
五

五
年

）
十

二
月

於
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征

西

将

軍

宮

令

旨

筑

前

国

士心

摩

郡

内

桑

原

庄

盗
鯵
器
畑

為

兵

線

桁

所

、

可

被

知

行

　

者

依

仰

執

達

如

件

正

平

十
　
一　
年

八

月

七

【Ｈ
　
　
勘

経

由

次

官

（
花
押
　
五
條
頼
元

）

木

屋

弾

正

左

衛

門

尉

征

閣

将

軍

宮

令

旨

行

賓

申

兵

糧

料

所

　

筑

前

国

桑

原

庄

志

摩

郡

代

官

致

連

乱

由

事

、

申

状

辣

此

事

実

者

早

止

彼

妨

、

可

避

渡

下

地

於

行

賓

旨

、

可

被

加

下

知

之

状

、

依

　

仰

執

達

如

件

正

平

十

一一
年

七

月

一一　
日
　
　
勘

解

由

次

官

（
花
押
　
五
條
頼
元

）

征
西
将

軍
官
令
旨

筑
前

の
国
　
士心
摩

郡
内
　
桑
原

の
座

（
参
十
町
　
領
家
分

）

兵
粗
　
料

所
と

し
て
　

無
行
さ
れ

る
べ
く

　

て
え

れ
ば

仰

せ
に
よ
り
執
達
　
件

の
如

じ

正

平

十

一
年

（
一
三

五

六

年

）
ハ
月

七

日
　

　

か
げ

ゆ

う

の
す

け

木

屋
弾

正

左

衛

門

の
尉

一

征

西
将

軍

の
宮

　

〈邑

ロ

ゆ

き
ざ

ね
申
す

兵
糧
親
所
　
筑
前

の
国
　
桑
原

の
症

志
摩
郡
　
代
官
　
連
乱

焦
数

る

の
由

の
事
　
申

し
状
此

の
如
く

事
実
な
ら
ば
　
早
く
彼

の
妨
を
止
め

、
地
を
茂

し
下
げ
避

く
べ
き
旨

下
知
を
加

え
ら
れ

べ
く

の
状
　
仰

せ
に
よ
り
　
執
蓮

　
件

の
斃

じ

正

平

十

二
年

（
一
三

三

七

年

）
七

月

二

日

　

　

か

げ

ゆ

う

の
す

け

館

館

菊

池

肥

後

守

殿

菊
池

肥
後
守
殿








